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研 究 主 題

自己評価のカを高め,主 体的な学習を促す指導法の工夫

1研 究主題設定の理由

本年度より新学習指導要領が全面実施 された。「社会の変化に主体的に対応で きる能力 の育

成」を基本方針に 「個性の尊重」「自己教育力 の育成」などがその柱 として掲 げられている。

さらに,新 しい学力観に基づいた評価の方法が提言 され,こ れまでの知識 ・理解 を中心 とす

る学力か ら自ら学ぶ意欲や能力,思 考力,判 断力,表 現力 などの能力を中心 とす る学力への転

換が求め られている。具体的 には,「一人一人の もっよさや可能性 に着 目 し,そ れ らを伸 ばす

ための評価」「結果のみの評価ではな くそこにいたる過程の評価の重視」 などが挙 げ られて い

る。 これ らの ことは,我 々教師の発想の転換 が迫 られていることを意味す る。 これまでの終末

中心の評価を改め,一 斉指導,一 問一答式 の授業に偏 らず,生 徒が意欲を もち,主 体的に取 り

組み,学 習を組織的,系 統的 に追究 していかなければな らない。

同時に生徒 も,国 際化,価 値観の多様化,高 度な情報化社会 などの急激 な社会の変化の中で,

判断力,選 択能力 といった自 ら判断 し,決 定す る能力が求められ る。

こうした状況下で,現 在の中学生 の実態はとい うと,与 えられたことはよくや り,や り方が

分か ると積極的に取 り組む。 しか し,自 分の意志を人前ではっきりと表す ことに苦手意識を も

ち,学 習活動全般に受 け身的 な姿勢が目立っ。また,自 ら課題 をもって解決 していくという意

欲 ・態度が十分育 っていない。さらに,表 現 する力の低下 は否めない事実であり,話 すこと,

書 くことへの抵抗感 をもっ生徒が多 い。 自分の考えをまとめて発表す る,自 分の立場を明確 に

して書 くといった活動を苦手 としている。現在,自 らの考えを相手の立場を理解 して表現す る

ことが求め られている時代 ・社会のなかで,深 刻な問題 として受 け止め る必要がある。

本研究では,国 語教育の今 日的課題や生徒の実態か ら,自 己評価の力を高 めてい くことが大

切であると考え,表 現学習 を通 して,学 ぶ ことへの意欲を喚起 し,成 就感を体得させ,自 ら学

ぼうとする力 を育てるための指導の工夫を実践的に研究することとした。評価 とは何 よりも生

徒の活動意欲 を高めるものでなければな らない。指導者に求められることは,生 徒が自信をもっ

て課題に取 り組み,自 分 の課題 を解決す る過程 に対する関心 ・意欲を高め,自 分 のもっよさを

理解 し,自 分 らしさを発揮できるよ うにすることである。また,生 徒が どのようにすれば自分

の考えを深め,課 題を解決できるのかその方法に気付 くことがで きるように助言 ・援助 するこ

とである。 このような活動の場を設定す ることにより,言 語活動における主体性 の育成が図 ら

れ,自 ら主体的に学習に取 り組む能力,態 度が培われると考え,本 研究主題を設定 した。
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II研 究の構想

1.基 本的な考え方

本研究では,自 己評価の力 を次のようにとらえた。

「自分の ものの見方や考え方を,他 の者 の評価をふまえなが ら振 り返 り,確 か め自信 を もっ

ことで,更 に次の課題の解決へ と向かわせ ることので きる能力 と態度」

また,こ の考えに基づ き,研 究主題 「自己評価の力を高 め,主 体的 な学習を促す指導法の工

夫」にっいて,「主体的な学習を促す指導」を 「自 ら課題を設定 し,解 決 してい こうとす る態

度の育成」 ととらえて,表 現の領域か ら,作 文指導,音 声言語指導の2っ の指導場面を取 り上

げ,2っ の分科会を組織 し,研 究を進めることに した。 さらに,各 班 は,次 のよ うな仮説を立

て,授 業研究を中心 に仮説の実証を試 みた。

[仮説]

〈作文指導班〉

○意見文の発想 ・選材の段階か ら相互評価を繰 り返す ことによって,自 己評価の力を高める

ことがで きる。また自ら設定 した課題 を解決 したとい う成就感は,次 に書 く作文に対 して

積極的に立ち向か っていこうとする意欲を養 うことにっながる。

〈音声言語指導班〉

○自分では評価 しにくい音声言語活動を客観的に見っめ,適 切に自己評価する力を身に付け

させることによって,自 分の学習課題に気付 き,主 体的に学習す る態度が養われる。

2.研 究の方法

本研究では,以 下のような検証授業3回,実 証授業3回 を通 して班 ごとに仮説を実証す るた

めの研究を進めた。

[検証授業]

6月1日 武蔵村山市立第五中3年 『俳句 ・俳句の創作 を通 して』

6月25日 北区立桜田中1年 『表現一 ・分か りやす く説明す る』

7月9日 日の出町立大久野中2年 『生活 を見直す ・事実を踏まえて』

[実証授業]

9月16日 練馬区立豊渓中1年 『作文 にっいて ・戦争体験の聞 き書 き』

10月14日 大田区立貝塚中1年 『命 ということ ・感想発表会』

10月22日 足立区立第四中2年 『弁論大会に向けて』

この他に随時研究協議 の場を もった。
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皿 研究の内容

1.作 文指導班

ω 研究のね らい

作文 は一人一人の生徒が 「この ことにっ いて書 きたい」という意欲を もってすすめ られ るべ

き学習である。 ところが,提 示 された題 目に関 して 「何を書 いた らいいのか」わか らず,作 文

に苦手意識 をもっ生徒は多 い。 これまでの作文指導 は,構 成 や表現方法など叙述に関す るもの

に重点がおかれがちであり,こ の最 も重要な 「何 を書 くのか」に関す る指導は軽視 されてきた。

また評価について も,書 き上 げた作文に対 しての教師か らの一方的な評価 が多 く,「 生 徒 自身

が作文をどう考え,次 の課題 をどう見っけていくのか」といった 「自己評価」はほとんど行わ

れなか った。 これは作文に意欲的に取 り組む生徒が少ない現状の一因 と考え られる。

そこで,作 文指導班では,「作文を書 き出す前の段階すなわち発想 ・選材 を重視 した指導」 ま

た 「作文 に対する自己評価の力を高める指導」にね らいを絞 った。「自己評価 の力」 は前述 の

ように 「自分の ものの見方や考え方を,他 の生徒の評価 をふまえなが ら振 り返 り,確 かめ,自

信を もっことで,更 に次の課題の解決へと向かわせることので きる能力 と態度」 ととらえた。

この自己評価の力を高 める学習を 「発想 ・選材の段階」に行 うことで,生 徒 は 「何をどのよう

に書 くのか」を明確に し,「書 こう」 という意欲を もって作文の授業に取 り組 んでいけ るので

はないか。また,作 文が書 き上がった段階での自己評価 は,次 の作文への課題を自分自身 でみ

っけること,さ らには,次 の作文への意欲に もっなが るのではないか と考えた。

具体的には,新 聞記事 を題材 とした意見文を書 く過程 に,次 のよ うな相互評価 ・自己評価 を

行 う学習活動 を設定 し,仮 説に基づいてそれぞれのね らいを立てた。

① 〈発想 ・選材 の段階でのクラス全体の題材の発表会〉

自分の興味をもった記事を選ぶ ことにより,意 欲的に取 り組 ませ ることがで きる。 ま

た,他 の生徒の発表 を聞 くことにより,自 分の記事や意見 を見直 し,よ りよい作文 を書

こうとす る意欲を高めることがで きる。

② 〈意見文の案ができた段階 でのグループの回 し読み〉

他の生徒の指摘を参考 にして,自 分の意見文で は 「何 をどのよ うに書 くのか」 を更に

明確 にす ることができる。

③ 〈書 き上がった段階での意見文の回 し読み〉

他 の生徒の意見を参考にして,意 見文の 「良か った点」「自分で立てた目標 は達成で き

たか」について考え ることによ り,「次の課題」を見つ けることがで きる。
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(2)指 導の実際 〔第1学 年〕

ア 指導 目標

① それぞれの段階で評価 し合 う学習活動を通 じて,自 分の意見を客観的に判断す る力を高

める。

② 自らの課題 を設定 し,解 決す ることで,次 への課題に意欲的に取 り組 む態度を育てる。

③ 意見文を書 くことを通 して,発 想 ・選材 の力を高 める。

イ 指導計画(6時 間扱 い)

[事前]

印象に残 った新聞記事を切 り抜 き,そ の記事 につ いての概要 と,そ れに対する自分の意見

を学習プ リント① に記入す る。

[第一時]

・生徒各自が選んだ記事の概要 と,そ れに対す る自分の意見を発表す る。

・生徒が取 り上げた記事を記録する一覧表(学 習プ リント②)に,発 表された内容 を簡単 に

記入す る。

〈評価:様 々な題材 や意見があることに気付 くことができたか〉

[第二時]

・発表続 き(全 員行 う)

・作文の題材や言いたい ことを決め,自 分の今回の目標 を設定す る。(学習プ リント③)

〈評価:自 分が書 きたいと思 う題材を,決 定することができたか〉

※発表 を聞 いて,自 分の意見文の題材や考えを変更 して もよい。

[第三時](本 時)

・小 グループ(5～6名)で,記 事 と学習 プ リント③ を回 し読みする。

それぞれの題材やその意見を読み合い,自 分の考えを書 き込む。(学 習プ リント④)

・自分 に返 って きた学習プ リント④ を読み,こ れか ら書 く意見文 にどう生かせるかを見直す。

〈評価:他 の生徒の意見を参考 に,自 分が書 こうとす る意見文 にっいて,考 えを深め るこ

とができたか〉

[第四時]

・各 自が設定 した目標 に沿 って意見文を書 く。

[第五,六 時]

・小 グループでできあがった意見文を回 し読 みする。
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・他の生徒の意見文に対 して,立 場を明確に して自分の考えを書 く。(学習プ リント⑤)

・自分 に返 って きた学習プ リン ト⑤ を読み,「 目標 は達成 で きたか」 「自分 の良 か った点 」

「次回の目標」を記入する。

・小 グループ内で,ク ラス全体に紹介 したいと思 う意見文を選 び,発 表す る。

〈評価:自 分 の意見文を書 くことに喜 びをもち,次 の作文を書 こうとする意欲をもてたか〉

ウ 評価

・相互に評価 し合 うことを通 して,自 己評価の力を高め,主 体的な学習を していこうとす る

意欲 と態度 をもっ ことがで きたか。

・新聞記事 の中か ら広 く題材 を求 め,他 の生徒の意見をふまえた上で,自 分の意見 を組み立

て られたか。

・各 自が設定 した目標に向 けて,意 欲的に取 り組むことがで きたか。

工 指導の展開

ω 本時の目標

・他の生徒 の意見を取 り入れなが ら,自 分の考えを深める。

・他 の生徒 の意見文の案を読み,自 分の考えを書 くことで,意 見文の見方や考え方を深める。

ω 本時の展開

学 習 活 動 指導上の留意点

・学習のね らい,主 な学習活動を確認する。 ・本時の目標 について知 らせ,ね

導
らいについて理解 させ る。

・学習プ リント④を記入す るにっ いての注意事 ・必ず良い点を さが し出すよ うに

入
項を確認す る。 させ る。

・小 グループに分かれ,学 習プ リント① と③ を ・単 に 「良か った」「分か らなか っ

展 回 し読みする。 た」ではな く,具 体的に書かせ

・新聞記事の事実 と,そ れに対す る考えにっい る。

て,良 かった点(良 く分かった点),疑 問点 ・一 つ の記 事 で も,見 方 によ って

(分か りに くかった点),自 分な りの見方や は違 った考え方 があることに注

開 考え方を学習プ リン ト④ に記入する。 意 させ る。

・書かれた考えを参考 にして,自 分の意見文に ・自分の意見文 について さらに深
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展 生かせるコメン トに赤線 を引 く。 く考える糸口を,他 の人のコメ

ントの中か ら見っけ られるよう

に させ る。

・他の人の意見を取捨選択 し,自

開 分の意見 に取 り入れることで,

考えが深 まることに気付かせ る。

・見直 した点を,具 体的に学習 プ リント④のD ・さらに資料収集 などが必要 な生

整
に記入する。 徒については,個 に応 じた指導

理
・本時の内容を確認す る。 を行 う。

(ウ)評 価

・他の生徒の意見か ら,自 分の考えを深めることができたか。

・意見文 に対する見方 ・考 え方を深めることができたか。

・意見文 を書 こうとす る意欲が高 まったか。

【参考資料1】 取材 メモ(学 習プ リン ト①)

月 日() 刊 新聞

コ メ ン ト
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【参考資料2】 発表会の各生徒の題材,意 見等(学 習プリント②)
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㈲ 研究のまとめ

何を書けばいいのか分か らない生徒に,書 きたいという意欲を起 こさせ るためにはどう指導

した らいいのか。教師が題材を提示 し,書 き上 げた作文を一方的に評価す るこれまでの指導で

は,こ の最 も重要な点が見落 とされがちであった。そこで作文指導班では,'「意見文 の発想 ・

選材の段階か ら相互評価を繰 り返す ことによって,自 己評価の力を高めることがで きる。また,

自 ら設定 した課題を解決 したという成就感 は,次 に書 く作文に対 して積極的に立ち向か ってい

こうとする意欲を養 うことができる。」 とい う仮説 を立て,研 究を進 めた。以下 に今 回の研究

を通 じて明 らかになった点をまとめてみ る。

① 今回は新聞記事か ら題材を選ぶ こととした。自分の興味をもった記事を選ぶ ことにより,

前向きに取 り組める生徒が多か った。記事を選ぶ段階に生徒の個性が現れ,広 い範囲か ら

題材を求めることができた。その反面,自 分の生活 とかけ離れた題材を選 び,一 面的な意

見 しか もてない生徒 も見 られた。

② 第一段階の相互評価 として,ク ラスでの発表会を行 った。友達 の発表を聞 くことによっ

て,自 分の記事が意見文の題材 として適当かどうかを判断 し,記 事を変更す る生徒 も出て

きた。また,第3学 年の授業では,記 事 に対す る意見が感想 にとどまっているかどうかを

互いに指摘 し合 う場面 も見 られた。

③ 第二段階の相互評価 として,各 自の意見文 の案(自 分の言 いたいこと,そ の根拠 とな

る事実,今 回の 目標)を 小 グループで回 し読みさせ,良 かった点 ・疑問点 ・自分の意見を

記入 させた。この学習は,生 徒 たち も予想外に楽 しく取 り組 み,感 じた点をた くさん書 き

合 って いた。良か った点を必ず書 くよ うに指導 したが,そ の友達の励ま しで書 こうとい う

意欲が さらに喚起された生徒 も見 られた。また,賛 成,反 対 のそれぞれの意見 を生か しな

が ら自分の意見をまとめた り,疑 問点 に書かれた ことを調べたりする生徒 も出て きた。こ

の相互評価 によって,他 の友達の意見をふまえ,根 拠を もって自分の意見を組み立てよう

とす る意識 自分 の意見を更 に深 めよ うとする意識が芽生えて きたようだ。また,こ れま

では清書の時になかなか書 き出せなかった生徒 も,容 易に書 くことができた。 しか し,時

間の余裕がなく,疑 問点 を調べずに清書に取 りかか った生徒 もいた。 この意見を深 める段

階 は個人の学習に委 ねるところが多 く,教 師の個別指導 も十分 とは言えなかった。

④ 第三段階の相互評価 として,書 き上が った意見文に対 して自分 の立場を明確 に して(賛

成か反対か)意 見を書かせた。第二段階の相互評価 と同 じグループとしたため,互 いの意

見文がどのように仕上が ったのか,ま た自分の意見が友達の意見文にどのように取 り入れ
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られているか,興 味深 く読み合 っていた。

この相互評価 の後,ま とめの自己評価を行 った。書 き上 げた意見文に自信のない生徒 も

友達か ら賛成の意見 をもらい,自 分の良 い点 に気付 くことがで きた。自分 の良か った点 と

いう項 目に も全員の生徒が書 き込め,自 分の意見文を肯定的に受 け止めていた。 「疑問 が

残 らないよ うに書 けた」「言いたいことが伝わ った」などの評価が多 く見 られた。 また,

反対の意見を書かれた生徒 も,「まだ反対 の人 がいたので もう一度考えたい」 な ど,そ れ

をふまえた評価がで きていた。 しか し,相 互評価で指摘 されなか った点に新 たに気付 く生

徒 は少なか った。次回の目標 には,「考えが組み立て られなかったので次回 は じっ くりと

書 きたい」「意見ではなく感想 になって しまったので気をつけたい」「今度 は構成に注意 し

てわかりやす く書 きたい」などがあり,多 方面 にわたる次 の課題 を生徒自身で発見できた

ことが収穫 であ った。

⑤ 仕上がった意見文 に対 しての教師の評価 は文章 により行 った。それぞれの意見文に対 し

て,共 感 した点 を必ず書 き添え,自 信の もてない生徒には,特 にそれを強調 した。また,

各 自の最初 の目標に触れることも心 がけ,生 徒自身による次の課題の発見にっいて も大 い

に賞揚 した。

このよ うに,発 想 ・選材 の段階で相互評価を繰 り返すことによって,普 段は 「何を書 けばい

いかわか らない」生徒 も,「意見をどう組み立てていくのか」「どこを説明すれば説得力のある

文章になるのか」などを,友 達の意見か ら主体的に学び取 っていた。自分の作文の向上的変容

が自覚で きるため,文 章を書 くことに拒否反応を示す生徒 も,授 業の流れに乗 り,意 欲的に取

り組むことがで きた。指導後の感想 にも,「だんだん と楽 しくな った」「今度 は友達 に納得 して

もらうように書 きたい」「また意見文を書 いてみたい」などが多 く,次 回へ の意欲 も十分 に感

じられた。なお今後の課題 としては,次 の3点 が考え られる。

① 生徒の相互評価や 自己評価 の力をどう高めてい くか。

② 教師の評価 を指導過程の中でどのように組み入れてい くか。

③ 系統的な作文指導 の中にどう位置付けzい くか。

生徒の自己評価の力をよ り高 めてい くためには継続的な指導 が不可欠である。系統的な作文

指導 の中にどう位置付 け,そ の評価の力をどう高めてい くか,今 後の研究で検証 していきたい。

なお,自 分の意見を もち,物 事 を客観的に見っめることのできる力,自 分で課題 を見っけ,主

体的 に取 り組むことのできる力 は作文指導の場面のみな らず,日 常 のあ らゆる学習活動の中で

培われ,育 てていくべきであることにも留意 したい。
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2.音 声言語指導班

(1)研 究のね らい

音声言語指導班では・ 自分では評価 しに くい音声言語活動 を客観的に見っめ
,適 切に自己評

価する力を身に付 けさせ ることにより
,自 分の学習課題 に気付かせ,主 体的な学習態度 を育成

す る指導法の工夫 を試みた。

研究 に先立 ち・ ア ンケー ト調査 によ り生徒に 「話す こと
,聞 くこと」に関する意識調査を行 っ

た。その結果・多人数の前で話す ことを好まない傾向が改 めて明 らかにな
った。その理由とし

て・①あが って しまう・恥ずか しい(主 に自意識に関す る面)② どのように話 したらよいかわ

か らない(主 に技術的な面)③ 何 を話 した らよいかわか らない(主 に内容の面)と いう生徒の

不安やっ まず きを見て とることができた。これは指導者側の問題 ともつなが る。つまり音声言

語に関 しては・教材開発の難 しさ,指 導の困難 さ,評 価 の仕方 のあいまいさなどか ら文字言語

に比べ・計画的・意図的に指導 しきれていない傾向がある
。しかし,こ れからますます国際化.

情報化等激 しく変化す る社会 においては,生 活に生 きて働 く音声言語 の能力を高めることが求

め られている。生徒 の音声言語活動 に対す る抵抗感を取 り除 き
,進 んで適切に 「話す,聞 く」

能九 態度 を育成することが生涯学習の基礎 となるものと考え られ る
。

そこで・音声言語指導班で は次の ことを目標 に研究に取 り組む ことにした
。

① 多人数 の前で発表する機会を意図的に設定 し,音 声言語に興味.関 心 をもたせ,そ の重

要性に気付かせ る。

② 発表する前 の段階で・筋道を立てて しっか りと自分の考えをまとめさせる学習を充実 さ

せ る。

③ 各 自の音声言語活動を向上 させ,次 の学習のステ ップとなる適切な自己評価の力 を身に

付けさせ る。

とくに③の評価 に関連 して,「音声言語活動を客観的に見っめ,適 切 に自己評 価す る力 を身

に付けさせ る」手段 として

ア 相互評価を繰 り返 し,そ の評価 を自己の評価の参考 とさせ る工夫
。

イ 教師側 の決め られた項 目による評価表ではなく
,自 分で目標や評価項 目を設定 し,評 価

できる評価表の工夫。

ウ 視聴覚機器を活用 し,自 分の音声言語活動を振 り返 らせる工夫
。

などに取 り組んだ。
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(2)指 導の実際1〔 第1学 年〕

ア 教材名 「命 ということ」 中沢晶子著(M社)

イ 題材設定の理由

外国(ド イ ッ)を 舞台に した小説で,「 僕」 の心情の変化 を読み取 ることで主題 に迫 りやす

い。また,豚 の解体 とい う,一 見残酷 と思われる作業光景を読み取 ることによって,人 間の命

は,実 は他 の動物の命によって支え られているということに気付かせ ることができるので,単

元 目標 の 「命の尊 さに気付 く」 ということが達成で きる。 こうした物語の主題 や,そ れ につい

ての自己の感想,「 命」 ということについての自分の意見をあ らか じめきちん と文章化 させ,

それを人前で発表させることにより,音 声言語能力を高めることので きる適切な教材であると

考え,こ こに本教材を選定 した。

ウ 研究主題 との関連(指 導上工夫 した点)

(1)作 品の主題や感想,意 見文を発表 させ ることにより,音 声言語能力を高める。

(2)自 分の発表に対 して 「自己評価」させ,ま た 「相互評価」 も加えることによ り,自 分で

はとらえにくい,音 声言語活動を客観的に見っめ直す機会を与え る。

(3)そ の機会 を通 して音声言語についての自己学習課題 を発見させ,主 体的な学習 を促す。

このよ うな学習活動 を通 して,研 究主題に迫 ることに した。なお,研 究主題に迫るうえで,

具体的に,次 のような学習活動を取 り入れた。それを以下に列挙する。

※各項 目の(1),(2),(3)は 上記の関連事項 の番号

① 感想や意見文の作成までに,読 解の指導を丹念 に行い,各 登場人物の心情の変化,情 景

描写,作 品 の主題 を押 さえさせた。(学 習プ リント使用)(1)

② 事前に学習 グループ ごとで,自 分の作成 した発表のための文章 を読み合い,学 習 グルー

プ ごとの代表生徒を選出させた。

③ 事前 に発表 のポイ ントをプ リントで説明 し,そ れに沿 って発表 させた。

④ 発表者 に,自 己評価カー ドを参考に個人で独 自に自己努力 目標を設定 させ,そ れを三点

以内で述べさせてか ら発表 させた。(努 力 目標設定 に際 して 日常の各 自の音声言語活動 を

振 り返 らせた。)

(1)

(1)

(1)

⑤ 「自己評価カー ド」(資 料1),「 相互評価 カー ド」(資 料2)を 用 いて,自 己の音 声言語

活動を客観的にとらえさせた。 (2×3)

⑥ 「相互評価 カー ド」(資料2)に より,相 互評価 を繰 り返 し行わせることで,注 意深 く人

の話を聞 く態度の育成を図 った。 (2×3)
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工 指導目標

① 作品 に出て くる人物 の特徴や心情,情 景を的確にとらえ,さ らに作者の思い(主 題)や

作品 に対する感想,「 命」にっいての自分の意見をクラスで発表させることによ り,音 声

言語能力(自 己表現力)を 高め させる。

② その発表に際 して,効 果的な 「自己評価」 と 「相互評価」をさせ ることにより,客 観的

に自己の音声言語活動を見直 させ る。

③ 音声言語の重要性 に気付 かせ,自 ら学習課題を発見 させることにより,主 体的 な音声言

語 の学習活動 を促す。

オ 指導計画(全8時 間)

〈第1時 〉 学習 目標を確認 させる。全文を通読 し,初 発 の感想 をまとめさせ る。

〈第2時 〉 初発の感想を読み合い,読 解 における学習課題を設定させる。全体の構成 をつ

かみ,簡 単に内容を整理 させ る。

〈第3時 ・4時 〉 第1～ 第3の 場面について,情 景,心 情を読 み取 らせ る。

〈第5時 〉 第4の 場面を読み,作 品全体の主題をとらえさせる。

〈第6時 〉 とらえた主題 をきちんと文章化 させ る。さらに,学 習後の作品 に対す る感想 と

「命」にっいての自分の意見を盛 り込んだ文章を完成 させる。

〈第7時 〉 学習 グループごとに,そ れぞれの文章を読 み合 い,意 見交換の後,発 表者2名

を選 出させる。また,各 自の文章 に朗読記号 をっけさせる。

〈第8時 〉(本 時)前 時で完成 させた文章をクラスで発表 させ,そ れを自己評価 させ る。

また,聞 き手 には相互評価 させ ることにより,自 己評価の一助 とさせる。

『発表会の流れ』

① 発表者 ははじめに,「 自己努力目標」を述べる。

② あ らか じめ作成 しておいた,感 想 ・意見の文章を発表する。

③ 発表後,「 自己評価 」や 「相互評価」をす る。

力 本時の指導(第8時)

A指 導 目標

① 「命」についての自分の意見 と,読 後の感想を盛 り込んだ内容の文章 を,人 前 で きち

んと分かりやす く発表(朗 読)さ せ,音 声言語能力を高めさせる。

② 発表者 に,発 表に際 しての 「自己努力目標」を確認 させる。

③ 発表後,「 自己評価」・「相互評価」をさせる。
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④ 音声言語活動に対する自己の学習課題を発見させ,主 体的に話す姿勢の大切さに気付

かせる。

B学 習指導過程

一

指 導 内 容 学 習 活 動 留 意 点[

・作 品全 体の 流れを 確認 させ る。' ・小 説 「命 とい うこ と」 の内容 の 再確認 をす
一

・ワーク シー ト等を 参考 に しなが ら曳

導 主題 を確認 させ る。 る。主題 を再確 認 す る。 内容 と主題 を振 り返 らせ る。

・本時 の予定 、目標を知 らせ る。 ・発 表者は 発表 に際 しての 「自己努力 目標 」 ・板書 を 基に、本時 の 目標 を知 らせ る

を 確認す る。

入
・「自 己評 価 カー ド」(資 料1)「 相互 評価 力

一 ドJ(資 料2)の 内容 を確認 す る。
一

・各学 習 グルー プの代 表発表 者 ・発 表者 は発表 に先 立 って 、発表 に際 しての 「 ・「自己努力 目標」 は三 つ以 内に絞 ら

を一 人ず っ前 に出 させ、感想 と 自己努 力 目標 」を 述べ る。 せ る 。

意見を盛り込んだ自分の文章 ・聞 き手 は 「相 互評 価 カー ド」(資 料2)を
・評 価項 目を迅 速 に見付 け させ る。

を発 表(朗 読)さ せ る。 発表者の努力目標に近い内容の項目に、三つ

展 以f*1に絞 って○ 印をつ け る。 当ては ま る項

目が ない場 合、8の その 他の項 目 に○印 をつ

け、努力 目標を 一っ に絞 って評 価す る0

・発表者 は、朗読 記号 を参 考に発 表(朗 読)す ・聞 き手に は発表 者に注 目 し、気 持 ち

る 。 を集 中 して 聞か せ る。

。発表後 に、正 しく「自己評 価」 ・発表者 は 自席 に戻 り、「自己評価 カー ド」(資 ・聞 き手は 発表が終 了 した ら、発表 者

「相 互評価 」を させ る。 料1)に 項 目ご とに自己評 価を 加え 、5の 発 に拍 手す る。

表後 の 自己の感 想を 書 く。 ・感想 は 、よか った 点、反 省点 を必 ず

書 かせ る。

・並 行 して 、聞 き手は 「相互評 価 カー ド」(資 ・感想 は よか った点を 必ず 含め て書

料2)に 、 自分で 選ん だ項 目に評 価を加 え 、 かせ る。

最 後に9の 総 合的 な感想 ・ア ドバ イス を書

開 く 。

・数名 の生 徒に 、総 合的 な感想 ・ ・指名 された生 徒 は、「相 互評 価カ ー ド」(資 料 ・感想 ・ア ドバ イス は、大 きな声で は

ア ドバ イスを発 表 させ る。 2)を 見て 、総 合的 な感 想・ア ドバ イスのみ っき りと述 べ させ る。

発表す る。

・教 師の講 評。 ・全員 でょ く聞 く。 ・発 表者 に、適 宜 メモ させ る。

・このパ ター ンで六 回繰 り返 さ ・集 中 して 迅速 に、発表 ・評 価を させ

せ る 。 る 。

ま ・全 体を 振 り返 り、よか った点 ・ ・発表者全員の発表が終了した時点で全体を
・「自己評価 カ ー ド」(資 料1)、 「相

と 改 善点 を考 えさせ 、ま とめ る0 振り返り、人前で聞き手に話の内容を正確 互評価 カ ー ド」(資 料2)を 元 に

め ・入 前で 意欲的 に話 す(読 む)大 に伝 え るに はと う した らいいか 、よ く考 え 自分 の考え を まとめ させ る。

切 さに気付 かせ る。 る 。

C評 価

① 発表者 は,意 見 と感想の盛 り込まれた内容 の文章を,人 前できちんと発表(朗 読)で

きたか。

② 発表後の 「自己評価」・「相互評価」がで きたか。
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音声言語についての自己の学習課題が発見できたか。

主体的に話す姿勢の大切さに気付くことができたか。
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(3)指 導 の実際2〔 第2学 年〕

ア 単元名 弁論大会に向けて

イ 教材名

「弁論大会に向けて」プ リント・弁論大会 自己評価表(資 料1)・ 相互評価表 ・ひ とこと

カー ド(資 料2)・ 弁論大会録音 カセッ ト・録画 ビデオ 。「表現1生 活 を見直す ～事実

を踏まえて～」(M社)・ 「表現1分 か りやす く説明す る」(T社)・ 「表現4感 動を生 き生

きと ～様子 を くわ しく～」(G社)

ウ 単元設定の理由

全校一斉 に行われる弁論大会のクラス発表会 までを,国 語の授業で取 り組むことに した。 ク

ラス発表会 は,比 較的少入数での発表会になるため,互 いに,発 表 しやす く,聞 き取 りやす い

雰囲気を作 り出 しやすい。適切 な指導 を行 えば,相 互評価が効果的にはた らき,自 分の発表を

客観的な態度で振 り返 ることができる。 したがって,こ の学習によって 「自分の考えを しっか

り発表 し,人 の意見を的確に聞 く」「自己を正 しく見つめ,次 の学習課題 を自分で設定 す るた

めの自己評価の力 を高める」 ことがで きると考え,本 単元 を設定 した。

工 研究主題 との関連(指 導上工夫 した点)

音声言語 は,で 過性の ものである。音声言語の指導 において,「 自己評価 の力 を高 め,主 体

的な学習を促す」ためには,自 分の発表を評価できるかたちで残 してお く必要がある。視聴覚

機器や 「ひ とことカー ド」(相 互評価活動 ・資料2)を 活用 し,次 のような工夫を試みた。

(ア)視 聴覚機 器の活用

① テープ レコーダー

クラスで弁論発表を一人一人テープに録音 し,そ の場で手渡 した。そ して,家 庭学習 として,

テープを聞いたうえで,自 己評価表に感想 や反省などを記入 させた。生徒 たちは,自 分の声を,

しかも,授 業などの改 まった場面での自分の発表を聞 くという経験をほとんど していない。 自

分なりにきちんと発表を しているつ もりであって も,改 めてテープを聞 くと,ど こが不自然か

がわか って くる。「声の大 きさ」「発音の仕方」「速 さ」「間の取 り方」「強弱 ・緩急」 などを,

客観的に評価することができるので,非 常に有効な方法であると考えた。

② ビデオ

クラス発表会で,一 人一人テープに録音するのと同時に,全 員の発表 をビデオに録画 してお

いた。 これ は,第4次 の指導で,2度 目の発表会を行 う際,抽 出生徒(5人)の 変容をとらえ

る際の資料 とするものである。既 に全員が発表 し,自 己評価を終えているので,2度 目の発表
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会では,抽 出生徒の発表を,余 裕 を もって聞 き,相 互評価 し,さ らに,自 己評価 にっなげるこ

とがで きる。 ビデオによって,主 に,「発表の態度 ・様子」を客観的 に評価す る ことが で きる

のである。

ただ,視 聴覚機器を有効 に活用す るためには,ビ デオカメラやテ レビなど視聴覚機器の充実,

放送委員の指導の徹底など留意 しなければな らない点がある。

←f)「 ひとことカー ド」の活用

クラス発表会での相互評価の一っ として,「 ひとことカー ド」 を使用 した。「ひとことカー ド」

とは,発 表者 に対 して,「 この点が良かった」「こうす るともっと良 くなる」を書 いてあげるB

7判 大のカー ドである。 このカー ドを事前に発表者の人数分だ け配 っておき,発 表者 の良 い点

を伸ばせるようなひとことを書 くようにさせた。更に時間があれば,発 表内容について励 ま し

たり,感 想 を述べたりするよ うに指導 した。

発表者に対 しては,ど んな点に注意 して発表す るのかなどの努力 目標を,発 表の前に言わせ,

聞 き手が評価ポイントを絞れるよ うに配慮 した。

オ 指導目標

① 「身の周 りを見っめて」 というテーマに沿 って意見を書かせ る。

② 意見 を発表(朗 読)さ せ る。また,聞 き取 らせ る。

③ 自己評価 ・相互評価を通 して,発 表(朗 読)の 仕方 ・聞 き取 り方 を向上 させ る。

④ 自己評価 ・相互評価 に慣れさせ,次 の学習課題を自分で設定 させる。

力 指導計画(全16時 間)

第1次 「身の周 りを見っめて」 というテーマに沿 って意見を書かせる。(取 材 ・選 材 。構

成 ・叙述 ・推敲 ・清書)

第2次 発表練習(朗 読の仕方の学習)・ 暗記をさせる。

第3次 クラス発表会を行わせ,相 互評価 ・自己評価させる◎

〈クラス発表会 の流れ〉

① 発表者 は,は じめに自分がどんな目標で臨むのかを述べ,そ の後,弁 論発表す る。努

力 目標にする項 目は,「 自己評価表」の1～9か ら3っ までとす る。また,次 のよ うに

述べ方のスタイルを指示 してお く。

「わた しは,○ 番 の 『○○○』 と○番の 『○○○』 と○番の 『○○○』に注意 して発

表 します。」

② 聞 き手は,発 表者が努力 目標に した項 目についてA・B・Cで 評価す る。

間

間

間

時

時

時

ρ
0

り
白

ρ
0
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③ さらに,「 ひとことカー ド」に良 い点 を伸ば してあげ られ るよ うなコメン トを書 く。

④ 発表者 は,発 表後に手渡 された10分 テープを家で聞 き,「ひとことカー ド」 を参考 に

して,「 自己評価表」に記入 して くる。

第4次 クラス発表会終了後,抽 出生徒(5人)に っいて,2度 目の発表をさせ,自 己評価 ・

相互評価 させ る。 (本時)1時 間

第5次 「弁論大会に向けて」で学習 したことをまとめ させる。1時 間

キ 本時の学習(第8次 ・第15時)

σう 指導 目標

① 目的意識 をもって,弁 論発表をさせる。

② 自己評価 ・相互評価に慣れさせ る。

③ 相互(他 者)評 価 をすることによって,自 己評価の力を高められることに気付かせ る。

K)指 導過程

指 導 内 容 学 習 活 勘 指導上の留慧点
導 ・前時の学習報告をさ ・前 時 の学 習報 告 をす る。 ・ポイ ン トを押 さえ 、

せ る。 分かりやすく報告させ

入 る 。

①2回 目の弁論発表を ・録 画 ビデオを見 て、1回 目の ・生徒抽出の基準は次

し、 自己評 価 させ る。 発表の様子を思い出す。 の とお り。

(抽出生徒にっいて) ・1回 目の発表の際に自分の目 ①弁論のクラス代表

標にした点と、 「自己評価表」 ②自己評価が適切に

展 での反省点を述べる。 できていた生徒
・2回 目の弁論 発 表 をす る。 ③自己評価があまり
・自己評価 す る。 適切でt;か った生徒

④個人目標別
②2回 目の弁論発衷を ・発表 生徒 の、1回 目の 目標 と ・自分の目標を明確に

聞いて、相互(他 者) その後の反省点をふまえながら、 して発表 させ る。

評 価 させ る。 発表を聞く。 ・発表者がどんな点に

・相互評 価表 を書 く。 注意しているのか確実

に聞き取らせるD

開 ・相互評価表を書くこ

とで、自己評価がより

③擦賭 からの一㌫ ・適 切な助言 を聞 く。 適切にできるようにな

るこ とに気 付かせ る。

①～③を5入 分行う。

終 ・本 時 の まとめ と次時

結 の予告 。 ,

(ウ)評 価

① 目的意識をもって,弁 論発表をすることができたかどうか。

② 自己評価 ・相互評価に慣れることがで きたかどうか。

③ 相互評価をす ることによって,自 己評価 の力を高め られることに気付 き,自 己の学習課

題を設定することができたかどうか。
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(4)研 究のまとめ

音声言語指導班では,自 分では適切に評価 しに くい音声言語活動 を客観的に見っめ,適 切 に

自己評価 し,次 の自 らの課題 を発見 し,主 体的に学習に取 り組む態度 の育成に主眼を置 き,研

究 に取 り組んで きた。検証授業 を行 った成果 ・反省を以下 にまとめてみ る。

① 指導 の実際1

この実践 を通 しての生徒 の変容 としてあげ られることは,正 しく効果的な自己評価,相 互評

価の仕方を学習 したことにより,自 己の音声言語活動を客観的に見直せるようになった ことで

ある。その結果,生 徒が音声言語の重要性 に気付 き,自 ら音声言語に関する学習課題をもてる

ようになった。

その後の日常生活に見 られた生徒の変容 を列挙す る。

・効果的に自己評価 を繰 り返 させたことにより
,人 前での発表に際 しての抵抗感 ・恐怖感が薄

れ,意 欲的かっ積極的に人前での発表に臨 もうとす る態度が身に付いて きた。

・授業中の発言,朝 礼などで も臆せず堂々 と話せるようになってきた。

・相互評価 を繰 り返 したことによ り,人 の発表 ・発言 を真剣に聞 く態度が身に付 いて きた。

・優れた発表がで きた時に生徒が素直に喜 びの表情を見せるようになった
。

② 指導の実際2

テープ レコーダーや ビデオの視聴覚機器を活用 したことにより,生 徒 は自分の音声言語活動

を客観的に評価できた。自分ではきちん と発表 していたっ もりであって も,「声が小さか った」

「発音が はっきりしなか った」「感情 がこもっていなか った」「アクセ ントの変 なところがあ っ

た」「強弱がっいていなか った」「下 を向 いて しまった」など,発 表後 に適切 に自己評価で きて

いる。また,ひ とことカー ドによる相互評価で も,ク ラスの仲間に温か く指摘 されたことが,

「語尾が聞 き取 りにくかったり,速 かったりして しまったので,次 はこの点 に気 を付 けたい」

など,前 向 きな自己評価につながっている。

テープ レコーダーや ビデオによる自己評価活動 と,ひ とことカー ドや相互評価表などによる

相互評価活動を組み合わせ活用す ることによ り,「自己評価」の深ま りが可能 とな り,次 の学

習課題 を自分で設定できる契機 となったことが,こ の実践 の成果である。
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IV研 究のまとめと今後の課題

1研 究のまとめ

国語教育の今日的課題や生徒の実態か ら,自 己評価の力を高 めてい くことが大切であ ると考

え,表 現学習を通 して,学 ぶ ことへの意欲を喚起 し,成 就感を体得 させ,自 ら学ぼ うとす る力

を育てるための指導法の工夫 について実践的 に研究を進めて きた。

本研究では,自 己評価 の力 を 「自分の ものの見方や考え方 を,他 の者 の評価 をふまえなが ら

振 り返 り,確 かめ自信を もっことで,さ らに次の課題 の解決へ と向かわせ ることので きる能力

と態度」ととらえた。また,こ の考 えに基づ き,「主体的な学習 を促す指導」 を 「自 ら課 題を

設定 し,解 決 してい こうとす る態度の育成」 ととらえて,表 現の領域か ら,作 文指導,音 声言

語指導 の2っ の指導場面を取 り上 げた。

研究 の結果,明 らかになったことは以下の とお りである。

〔作文指導班〕

① 自分 の興味を もった記事を選ぶ ことにより,前 向 きに取 り組 める生徒が多かった。題材

を選ぶ段階で生徒の個性が現れ,広 い範囲か ら題材 を求 めることがで きた。

② 三段階の相互評価 ・自己評価 の場 を設定す ることにより,生 徒相互 に活発な意見交換が

行われ,他 者の評価や作文を参考 に しなが ら,自 らの作文をよ りよ くしよ うとする意欲が

高まった。

〔音声言語指導班 〕

① 効果的な自己評価,相 互評価 の仕方 を学習 した ことによ り,自 己の音声言語活動を客観

的に見直せるようにな った。その結果,生 徒が音声言語の重要性 に気付 き,自 ら音声言語

に関する学習課題をもてるよ うになった。

② 視聴覚機器を活用 したことによ り,生 徒は自分 の音声言語活動を客観的に評価できた。

また,前 向 きな自己評価 がで きるよ うになった。

2今 後の課題

(1)表 現学習における評価の場面の設定 の仕方,自 己評価 と相互評価 の有効な組み合わせ方,

それ らの学習指導への生か し方等 につ いて は,今 後 とも実践 を通 して研究する必要がある。

(2)表 現学習における多様な指導方法の開発,特 に音声言語指導における効果的な指導内容,

指導の在 り方等については,今 後,研 究 ・実践の蓄積が必要である。

(3)視 聴覚機器の活用,テ ィーム ・ティーチングの導入等,生 徒の学習意欲を喚起 し,自 己

評価の力を高める指導方法を工夫す る必要 がある。
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